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論文審査の結果の要旨 
 
 

1 研究目的の評価 
 本研究はデングウイルス感染症にともなう特徴的な症状である血小板減

少の機序解明を目的としており、デングウイルス感染症の病態を探る上で重

要な意義をもっている。 
 
2 研究手法に関する評価 
 デングウイルス感染は我が国では稀で輸入例が存在する程度であり、本研

究はその流行地域の一つであるフィリピン・サンラザロ病院および St. Luke
医療センターと共同して行われたものである。デングウイルス感染症は発症

後速やかに病態が進行するため、現地において検体採取とその解析を行って

いる。血小板減少と PAIgM 量がデング重症化のマーカーになりうる可能性

を導いた研究手法は種々の制約のもとではあるが、妥当であると考えられ

る。 
 
3 解析・考察の評価 
    上記手法で解析した結果、血小板減少がデングウイルス二次感染患者で観 
   察され、さらに PAIgMがデング出血熱に伴い増加することを明らかとした。
   PAIgMの増加が重症化の予知マーカーになるかは現時点では議論の別れる 
   ところであるが、今後デングウイルス二次感染の病態解明の一助になると 
   期待される。 
 
 以上のように本論文は薬学研究に貢献するところが大であり、審査員は全員一
致で博士（臨床薬学）の学位に値するものと判断した。 
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